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１．はじめに 

 

障害者スポーツは、これまでリハビリテーションを主

な目的に医療スポーツとして歩み始めたが、近年では健

常者と同じように競技のため、健康の維持増進のため、

あるいはレクレーションなど生涯を通じて楽しめるもの

として普及途上である。今後スポーツはアクティヴな障

害者・高齢者像を作り上げるためにも良い目的手段とな

りうるし、自己実現や目標達成のため、健康増進のため、

社会参加促進、およびＱＯＬ（Quality of Life：生活

の質）の向上など、その果たすべき役割も変化し、スポ

ーツ振興の意義も大きいと考えられる。 

スポーツ振興の柱として、「施設の充実」「指導者の

育成」「柔軟なルールづくり」「組織化の推進（仲間づ

くり）」「情報の提供」「継続性」などが考えられるが、

とりわけ施設・設備の充実は急務である。近年建設され

たスポーツ施設は、福祉のまちづくり条例に準じた形で

設計されている場合も多く見られるが、施設を利用する

際に障害者の立場から使いやすいものになっているかに

ついては課題も多い。また、競技的な観点では指導的な

立場に立てる人材の育成は課題であり、一般的にスポー

ツをする観点からは気持ちよくスポーツのできる環境づ

くりが重要となる。そのためにはボランティアの活用な

ど様々な細かい配慮も必要となる。さらに、これらを広

げてスポーツを一つのイベントにすることも重要であり、

障害者への理解や交流の促進などはこのようなイベント

を機に展開される可能性も高いことから、社会施策の中

でも重要な位置づけになるであろうと思われる。 

今後各地で全国障害者スポーツ大会の開催が予定され 
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ている。どの大会でもハード面・ソフト面両面にわたる

様々な施策が必要である。そこで、本研究では、障害者

利用の観点から施設の点検を行い、その改善策の提案を

行うとともに、スポーツ大会を参考にしてソフト面での

対策と課題について考察する。さらに、これらのイベン

トから得られる知見をもとにして、高齢者・障害者のス

ポーツ利用に配慮した運動公園の施設のあり方とその運

営の課題について考察することを目的とする。 

 

２．研究の目的と方法 

 

2.1 概要 

本研究は障害者スポーツのしやすい環境に向けての課題

を明確化し、今後の振興に向けてのあり方について考察

することを目的とする。まず、障害者スポーツを通じて

の全体的な課題として以下が考えられる。 

①ＱＯＬが向上するようなスポーツのあり方（面白いル

ールづくりなど） 

②指導者，アシスト者の充実 

③施設・体制・情報の充実 

④交流機会の増加に向けた仕掛け 

⑤会場までのアクセス 

⑥宿泊を伴う場合（旅行なども関係） 

などが考えられる。これら様々な要因を考慮して初めて、

障害者スポーツが振興されると思われるが、本研究の位

置づけとして、今後全国展開で実施されることや開催後

も障害者スポーツの振興拠点となる可能性があることな

どから、③の施設関係の充実と④～⑥までの運営上の課

題とその手法を明確化することを目標とする。そのため、

本研究ではハード面として、施設関係のバリアフリー化

の現状を取りまとめ、ソフト面では障害者スポーツ大会

の運営面を考慮した課題を明確にする。 

 

3.2 研究の方法 

①施設関係調査 

兵庫県では、ユニバーサル社会の早期実現を目指し、平

成１８年には全国障害者スポーツ大会が開催される予定



表1 バリアフリー調査のチェック項目 

 (1)建物内のチェック箇所 

・敷地内通路  ・外部出入口   ・床面 

・廊下等    ・階段   ・エレベーター 

・外部出入口以外の出入口 

・便所     ・更衣室、シャワー等 

・駐車場    ・視覚障害者誘導用ブロック等 

・案内   ・記載用カウンター ・公衆電話場 

・授乳室等  

(2)公園内（屋外）のチェック箇所 

・出入り口   ・園路      ・階段 

・便所     ・駐車施設    ・案内等 

である。兵庫県は平成４年１０月に制定した「福祉のま

ちづくり条例」の「特定施設整備基準」により、体育館

等の公益的施設および運動公園等の公共施設の建築、大

規模の修繕等に対して「特定施設整備基準」の遵守を義

務付けている。また、障害者スポーツ大会の開催に当た

っては、数年前から各種の事業スケジュールが立てられ

ており、宿泊・会場・輸送交通計画も立てられている。

さらに、施設整備の改善は多額の費用を要し、短期間で

の施設再整備も現実的ではない。よって、本研究はのじ

ぎく兵庫大会が開催されることを機に各施設の管理者、

利用者、関係者が一体となって効率的な施設の再整備が

促進されるような方策を考察することを目的とする。 

本調査ではこれらの観点から、予定会場の現地調査を行

い、改善案の提案を行うことにより、身体障害者を含む

全ての人が利用しやすい運動施設の整備改善について調

査する。具体的な進め方として、福祉のまちづくり条例

施設整備マニュアルによるチェック、および現実の身体

障害者への対応実態調査を行なう。とくに対応調査につ

いては、マニュアルどおりの整備ができていなくとも、

少々の工夫と配慮で対応できる可能性もあることから、

必要に応じてこれらの実態を把握する。 

ちなみに、「のじぎく兵庫大会」の会場となる施設につ

いては、「福祉のまちづくり条例」施行以前に建築され

たものがほとんどで、「特定施設整備基準」に合致しな

い箇所が多い。そのため、「のじぎく兵庫大会」実行委

員会事務局が実施した「のじぎく兵庫大会利用会場にお

ける障害のある方によるバリアフリー調査結果」を参考

に、早期改善が必要と考えられる事項についてコメント

を付している。本研究では開催１０会場のうち、今回は

７会場についての調査を実施した。調査は昨年の初頭に

実施したため、現在は改良されている箇所もあることを

付記しておく。 

 

②運営調査 

障害者スポーツ大会の開催を考慮する際には施設整備だ

けでなく、宿泊・交通など様々な面も考慮せねばならな

い。また、ボランティアの活用等ソフト面にも配慮した

様々な施策が必要となる。ここでは、障害者スポーツ大

会を参考にしてこれらの対応と課題について考察する。

また、第５回開催地の岡山大会を対象とした現地調査と

担当者のヒアリング調査から運営上の対策と課題につい

て考察する。 

 

３．点検結果から見たハード面の課題 

 

3.1 のじぎく兵庫大会事務局が実施した点検結果 

「のじぎく兵庫大会」実行委員会事務局では生涯のある

方によるバリアフリー調査を実施している。本研究では、

「のじぎく兵庫大会利用会場における障害のある方によ

るバリアフリー調査結果」を参考に各会場の改善提案を

行なった。なお、この調査では、 

区分①：一般 ＝バリアフリーの観点に関係なく対応が

必要と思われるもの 

区分②：バリア＝バリアフリーの観点から対応が必要と

思われるもの 

区分③：大会 ＝主として「のじぎく兵庫大会」開催時

に対応が必要と思われるもの 

の３つに分割されている。 

 

3.2 その他点検の結果 

本研究では、上記の調査結果に付加した形で追加調査を

実施した。調査は兵庫県立福祉のまちづくり工学研究所

のスタッフが各会場の現況を調査し、上記調査に付加す

べき項目と早急に望まれる改善策を提案した。その結果、

主として会場のバリアフリー環境に関することが上記調

査では得られたが、この調査では駅から会場までのルー

トのバリアフリーに関する事項や施設内、とくにトイレ

に関する一連の問題点を指摘できた。また、早急な改善

策としては、選手が使用する部屋に対する改善策などに

ついても盛り込むことができた。 

 

４．障害者スポーツ大会から見た運営面の課題 

 

4.1 調査の概要 

本研究では、障害者スポーツ大会の開催に当たって配慮

すべき事項を整理する目的で、第５回開催地の岡山大会

を対象とした現地調査と担当者のヒアリング調査から運

営上の対策と課題について考察することを目的とする。 

本研究では地元での活動や主催者側の岡山市に対してい

くつかのヒアリング調査を実施し、スポーツ大会当日の

現況調査を実施した。 

 

4.2 ヒアリング調査 

今回ヒアリング調査に当たっては岡山市国体・障害者ス

ポーツ大会局の協力を得て実施した。岡山大会では国体



と障害者スポーツ大会を同一局で運営していたことが特

徴的であった。今回のヒアリングに当たっては、施設の

バリアフリー面よりはむしろ、大会の運営面を主にヒア

リングを実施し、項目として、①障害者スポーツ大会の

参加人数、②事前準備の実施状況、③宿泊・輸送・交通

の状況、④ボランティアの活用状況、⑤その他の企画に

ついて調査した。また、追加的な調査として、スポーツ

大会の運営をサポートしている一般市民にもヒアリング

を実施した。つぎに、その結果を表4に示す。 

これらのヒアリング結果をまとめると、とくに①地元団

体を活用したきめ細かい配慮、②一般的なボランティア

と特殊技能を有するボランティアの２タイプの確保、③

地元宿泊施設での研修や障害の理解促進のための交流に

関する各種の企画の３つが重要であると考えられる。ま

た、このイベントが契機となっていくつか道路整備がな

されたり、地元小学校・中学校の教育機会ができたりと

イベントならではの効果があることが分かった。 

 

4.3 現地での運営調査 

前章で、会場のバリアフリー化と会場までのアクセスル

ートをバリアフリー化することが重要であることに触れ

たが、一方で短期間での整備の難しさや軽微な対応で済

むのであればそのような対応も必要であることを述べた。

第５回全国障害者スポーツ大会（輝いて！岡山大会）が

11月5日～7日まで岡山市を中心とした各地で開催された。

そこで、本研究では現地での対応や運営について、どの

ようにして課題解消をしているのかを会場周辺を調査し

た。調査場所として、岡山市総合運動公園と岡山市総合

文化体育館を選定した。ここで、とくに印象的な項目と

して、大会の開催によって国道が整備され、バリアフリ

ー整備の一つの契機となっていること、これまであまり

明確化されていなかった知的障害者に対するサインにつ

いて一つの試みをしていること、地元の学校が作成した

ポスターや応援団、および縁日の出店など多くの交流機

会が提供されていたことが挙げられる。また、いくつか

仮設対応せざるを得ないことについては、仮設用車いす

トイレの確保やスロープの設置などを行なっていた。 

 

５．考察とまとめ 

 

本研究は、障害者が活動しやすい運動公園の整備を題材

とし、今後のスポーツ振興の柱として、施設・設備の充

実とスポーツのできる環境づくりの一つのアプローチと

して、障害者スポーツイベントとしての障害者スポーツ

大会に着目して、ハード面・ソフト面両面にわたる様々

な施策と課題について調査した。 

まず、これらの調査から得られた知見をまとめると、以

下のようになる。 

①施設整備面での課題として、短期的な整備となること

から仮設的な対応を取らざるを得ない部分が生じてくる

ことが分かった。しかしながら、このようなイベントが

契機となって道路整備・施設整備などに繋がることもあ

り、スポーツ振興を更に広げて大きなイベントにするこ

とも重要であるということが分かった。 

②運用面では柔軟な対応が必要となる。これについては、

とくに情報面の充実が挙げられる。施設やアクセスルー

トのバリアフリー情報や知的障害者に対応したいくつか

のサイン計画などはイベント開催時には重要なパーツと

なりうる。また、仮設対応についても物品等の確保と効

表2 運営上の工夫点 

大会の参加

人数 

○選手３５００人，役員２０００人が参加 

○応援は３５００人を予想（岡山県内の人

が多い） 

事前準備の

実施状況 

○平成１５年より点検調査実施 

○情報面ではＮＰＯ団体の活用と協働 

○仮設スロープや手すりの手配 

○専門委員会がサインとトイレを企画 

○施設周辺の国道でもバリアフリー対応を

実施 

○地元学校での応援ポスター作成など 

宿 泊 ・ 輸

送・交通の

状況 

○無料シャトルの運行 

○宿泊は県が把握しており斡旋 

○県で介護研修をして、ホテル従業員に学

習機会を提供 

ボランティ

アの活用状

況 

○サポーター制度の導入（体育・看護学校

の学生１０００人） 

○一般的なボランティアを公募し説明会を

開催 

その他企画 ○車いすバスケットボールは地元中学校と

対戦・交流し理解の促進 

○商店街などの理解 

○キラリネット（学生ボランティア団体）

がマップを作成 

○情報誌での特集を企画したが予算がなか

った 

○会場内での交流企画（展示や縁日） 

一般市民の

意見 

○バスとの連携が悪い 

○応援など交流が大切 

○ボランティアの活動制限が多い 

○夜の観光なども視野に入れて 

○道路の連続性は良くない 

○地元放送局などに介入してもらい盛り上

げる 

率的な運用が必要となる。そのためには利用者（観客・

選手）の需要の推定やニーズをどれだけ汲み取れるかが

必要であり、市民や県民を巻き込んだ形の運営が必要と

なる。 

③利便性だけでなく、このようなイベントを開催する際

には様々な人たちの交流機会の増大をするような仕組み

が必要なことが分かった。とくに、イベントは学校・地

域住民・一般市民と障害者の交流が促進される絶好の機

会となりうるし、地元が他都道府県の応援をすることに



よって大会も活性化する。 

④ボランティアの確保は重要であり、一般的なボランテ

ィアと専門的なボランティアが必要なことが分かった。

また、宿泊施設については介護研修も含めた形で地元の

宿泊施設・商店などの参画も重要となることが分かった。 

⑤輸送・交通面については広域的なエリアでの開催なの

でどうしても問題点が残ることが分かった。選手の移動

については、バス利用ということもあって問題点はない

とのことであったが、円滑な移動手段の確保は今後も重

要な課題であり、一般的な観客に対してどのような手段

で移動してもらうかについては今後も考察が必要である。 

表3 会場のバリアフリー化などの工夫 
総合運動公園 ○国道の改良（道路横断帯（エスコー

トゾーン））や部分的な段差ゼロ 

○知的障害者に対応したサイン（ひら

がな表記）やピクトグラム 

○仮設用車いすトイレの多数設置 

○交流機会の提供（縁日や作業所の出

店など） 

○地元中学生による応援 

総合文化体育館 ○仮設スロープの設置 

○交流機会の提供（縁日や作業所の出

店など） 

○地元中学生による応援 

○筆記ボランティア 

○知的障害者に対応したサイン（ひら

がな表記）やピクトグラム 

最後に、障害者がスポーツ活動のしやすい環境について

考察を加えると以下のようになる。 

①障害者スポーツの振興は今後のＱＯＬの向上からも広

く普及してゆくことが重要である。当面的な課題として、

スポーツを行なう環境整備が重要となるが、スポーツを

「観る」環境整備も重要となるであろう。近年競技場も

車いすスペースの確保などの対策が取られているが、多

数の観客がいる中でのアクセス手段や視覚障害者への状

況説明など様々な対応が今後考えられるであろう。 

②スポーツを通じた他者との交流は非常に重要となる。

とくに、障害者同士のつながりの促進もさることながら、

学校・地域住民・一般市民と障害者の交流が促進される

絶好の機会となりうるし、スポーツイベントと拠点整備

によって、様々な活性策にもつながることとなる。 

③このようなイベントを教材に学ぶことができる。近年

心のバリアフリーと言われているが、このようなスポー

ツイベントにより相互理解と交流も促進されるという効

果に繋がる。たとえば、シドニーオリンピックでは、全

国の小中学校で積極的にオリンピック教育を展開してき

た3)。障害者スポーツ大会でも今後学校教育や相互理解

のための場として活かされることが期待できる。 

④様々な競技者・観客が大会を訪れることから宿泊・食

事・交通などを考慮せねばならず観光のユニバーサルデ

ザインなどに通じる知見であると思われる。 

以上、障害者のスポーツ振興はこのように様々な効果が

得られることから今後の環境整備は非常に重要であると

考えられるし、これから各地で開催される障害者スポー

ツ大会が一つの契機となって環境整備に一役立てればと

期待している。 
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